
【
管
内
の
概
要
】

福
島
森
林
事
務
所
は
、
福
島
市
の
北
西

部
、
宮
城
県
や
山
形
県
と
の
県
境
に
近
い

約
２
万
ha
の
国
有
林
を
管
理
し
て
い
ま
す
。

奥
羽
山
系
の
栗
子
山
（
１
，
２
１
７
ｍ
）
・

豪
志
山
（
１
，
０
２
２
ｍ
）
を
水
源
と
す

る
摺
上
川
の
上
流
域
が
主
体
で
あ
り
、
そ

こ
か
ら
生
ま
れ
る
上
質
の
水
は
、
福
島
市

内
で
阿
武
隈
川
と
合
流
し
、
宮
城
県
か
ら

太
平
洋
に
注
い
で
い
ま
す
。

【
歴
史
】

当
森
林
事
務
所
管
内
は
古
く
か
ら
林
業

が
盛
ん
で
、
昭
和
11
年
か
ら
28
年
ま
で
、

福
島
営
林
署
直
営
の
茂
庭
製
材
所
が
広
葉

樹
の
製
材
事
業
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。
製

材
所
か
ら
上
流
へ
約
10
km
に
わ
た
り
森
林

軌
道
も
敷
設
さ
れ
、
ト
ロ
ッ
コ
運
材
が
行

わ
れ
て
い
ま
し
た
。
太
平
洋
戦
争
中
は
、

飛
行
機
の
プ
ロ
ペ
ラ
用
材
と
し
て
大
量
の

ブ
ナ
材
を
供
出
し
、
昭
和
18
年
に
は
農
林

大
臣
が
官
行
事
業
所
に
激
励
に
訪
れ
た
こ

と
も
あ
り
、
林
業
に
よ
り
繁
栄
し
た
歴
史

の
あ
る
地
域
で
す
。

戦
中
・
戦
後
に
伐
採
さ
れ
た
森
は
、
そ

の
後
、
ブ
ナ
等
の
豊
か
な
広
葉
樹
林
が
回

復
し
山
形
県
と
の
県
境
の
稜
線
部
は
、
現

在
は
、
「
鳥
海
朝
日
・
飯
豊
吾
妻
緑
の
回

廊
」
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
自
然
度
の

高
い
エ
リ
ア
で
、
猛
禽
類
や
獣
類
も
数
多

く
生
息
し
て
い
ま
す
。

【
現
状
】

か
つ
て
林
業
で
繁
栄
し
た
摺
上
川
上
流

域
は
、
東
北
地
方
有
数
の
規
模
の
摺
上
川

ダ
ム
が
平
成
18
年
に
完
成
、
多
く
の
集
落

が
移
転
し
、
現
在
は
人
が
住
ま
な
い
地
域

と
な
っ
て
い
ま
す
。
ダ
ム
上
流
域
の
ほ
と

ん
ど
が
国
有
林
で
、
水
源
を
汚
染
す
る
施

設
が
無
い
こ
と
か
ら
水
質
は
特
に
良
好
に

保
た
れ
、
世
界
的
品
質
コ
ン
テ
ス
ト
の
モ

ン
ド
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
昨
年
、
最
高
金
賞

を
受
賞
し
て
い
ま
す
。
福
島
市
で
は
、
蛇

口
を
ひ
ね
る
と
国
有
林
生
ま
れ
の
超
軟
水

の
お
い
し
い
「
ふ
く
し
ま
の
水
」
が
出
て

き
ま
す
。
市
は
、
水
道
水
源
地
条
例
に
よ

り
民
間
事
業
者
の
事
業
を
規
制
し
て
い
ま

す
。
こ
の
地
域
の
国
有
林
は
、
緑
の
水
瓶

と
し
て
大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま

す
。戦

中
・
戦
後
の
伐
採
跡
地
の
一
部
に
植

栽
さ
れ
た
ス
ギ
や
ア
カ
マ
ツ
は
、
伐
採
時

期
を
迎
え
て
い
ま
す
。
生
産
し
た
木
材
は
、

森
林
事
務
所
の
敷
地
を
土
場
と
し
て
活
用

し
な
が
ら
、
合
板
工
場
や
チ
ッ
プ
工
場
、

バ
イ
オ
マ
ス
発
電
所
な
ど
に
供
給
し
て
い

ま
す
。

数
年
前
か
ら
、
ク
マ
が
ス
ギ
の
樹
皮
を

剥
い
で
ス
ギ
が
枯
れ
る
被
害
が
目
立
ち
、

ク
マ
に
よ
る
林
業
被
害
が
福
島
県
内
で
最

も
早
く
顕
在
化
し
て
い
る
地
域
と
な
っ
て

い
ま
す
。
樹
幹
に
被
害
防
止
用
の
テ
ー
プ

を
巻
い
た
り
、
被
害
木
が
多
い
箇
所
は
枯

損
前
に
木
材
生
産
を
行
う
と
い
っ
た
対
応

を
し
て
い
ま
す
。

【
こ
れ
か
ら
】

管
内
に
隣
接
す
る
米
沢
市
で
は
、
本
年

１
月
に
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
所
が
開
業
し
、

燃
料
と
し
て
の
木
材
需
要
が
高
ま
っ
て
お

り
、
ま
た
、
マ
ツ
類
は
、
各
地
の
社
寺
仏

閣
や
城
址
の
再
建
用
と
し
て
の
需
要
が
高

ま
っ
て
い
ま
す
。

先
輩
方
が
営
々
と
育
て
て
き
た
山
を
生

か
し
、
地
域
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
良

質
で
豊
富
な
水
や
木
材
の
供
給
、
自
然
環

境
、
そ
し
て
再
生
可
能
な
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー

資
源
と
し
て
、
益
々
高
ま
っ
て
い
る
国
有

林
の
使
命
を
果
た
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
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